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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第138期

第１四半期連結
累計期間

第139期
第１四半期連結
累計期間

第138期

会計期間

自平成29年
 ４月１日
至平成29年
 ６月30日

自平成30年
 ４月１日
至平成30年
 ６月30日

自平成29年
 ４月１日
至平成30年
 ３月31日

売上高 （千円） 441,324 383,626 1,889,113

経常利益 （千円） 31,286 45,298 142,175

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 34,461 45,383 167,026

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 29,898 45,383 162,463

純資産額 （千円） 3,392,540 3,570,449 3,525,065

総資産額 （千円） 5,630,057 5,203,632 5,220,631

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 0.81 1.06 3.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.3 68.6 67.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の保護貿易主義に端を発する世界的な貿易摩擦への懸念

や依然として残る北朝鮮動向がもたらす地政学的リスク等、先行きに不透明感が増したものの、国内においては企

業収益や雇用環境の改善などを背景として緩やかな回復基調を維持しつつ推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループでは主力の温浴事業を柱として経営の効率化を図り、不動産事業及び繊維

事業と併せて売上の拡大と利益の確保を目指してまいりました。

　温浴事業では、東京都新宿区歌舞伎町にて事業展開する温浴施設「テルマー湯」が、オープンから２年10ヶ月を

経過するに至り、当第１四半期連結累計期間の来館者数は前年同四半期比7.2％増の７万６千人と順調に伸長してお

ります。当事業におきましては、年間を通じ来館者数の落ち込む傾向にある４月～６月の対策として、タクシー利

用や近隣駐車場まで車でお越しのお客様を対象に、次回入館が割引となる「車割」サービスなど、来館者数の減少

に歯止めをかける期間限定サービスを展開いたしました。また、女性の岩盤浴の営業時間を延長する「レディース

夜ふかしＤａｙ」を設けるなど各種イベントを実施して集客に努めました。その結果、売上高は前年同四半期に比

べ6.8％増加し324,002千円、営業利益は前年同四半期に比べ124.9％増加し55,983千円となりました。

　不動産事業では、東京都港区西麻布に所有するビルのテナント料及び住居部分の賃料につきまして、売上高は前

年同四半期に比べ1.1％減少し49,606千円となりましたが、継続して安定した収入を得ることができ、前年並みに推

移いたしました。しかしながら、販売用不動産の帳簿価額を回収可能価額まで減額したことなどにより、営業利益

は前年同四半期に比べ23.8％減少し29,848千円となりました。

　繊維事業では、依然としてレース素材の需要の減少が回復せず、厳しい状況で推移いたしました。そのような

中、アパレルメーカー向けの秋物受注の分野で健闘したものの、例年この時期の主力商品である盛夏物の綿レース

の動きがほとんどなく受注が伸び悩みました。その結果、売上高は前年同四半期に比べ23.2％減少し10,016千円、

営業損失は331千円（前年同四半期は営業利益478千円）となりました。

 

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ13.1％減少し383,626千円となりまし

た。前年同四半期と比べ減収の主な要因は、平成29年９月に日本レース株式会社を譲渡したことによる化粧品事業

からの撤退であります。営業利益は前年同四半期に比べ26.6％増加し48,792千円、経常利益は前年同四半期に比べ

44.8％増加し45,298千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期に比べ31.7％増加し45,383千円とな

りました。

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより前連結会計年度末と比較して

16,999千円減少し、5,203,632千円となりました。

　負債は、長期借入金の減少などにより前連結会計年度末と比較して62,383千円減少し、1,633,182千円となりまし

た。

　純資産は、利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末と比較して45,383千円増加し、3,570,449千円となりま

した。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 42,728,733 42,728,733
　東京証券取引所

　市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株でありま

す。

計 42,728,733 42,728,733 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成30年４月１日～

 平成30年６月30日
－ 42,728 － 100,000 － 26,902

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 16,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,706,400 427,064 －

単元未満株式 普通株式 5,633 － －

発行済株式総数 42,728,733 － －

総株主の議決権 － 427,064 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エコナックホールディン

グス株式会社

東京都港区南青山

７丁目８番４号
16,700 － 16,700 0.03

計 － 16,700 － 16,700 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、フロンティア監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 393,442 456,684

受取手形及び売掛金 76,184 55,675

商品 2,967 4,400

貯蔵品 638 670

販売用不動産 122,100 116,666

未収還付法人税等 11,084 10,869

その他 8,297 5,750

貸倒引当金 △535 △1,215

流動資産合計 614,180 649,501

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,323,117 2,279,320

機械装置及び運搬具（純額） 87,213 83,488

工具、器具及び備品（純額） 55,117 51,164

土地 1,884,211 1,884,211

有形固定資産合計 4,349,658 4,298,184

無形固定資産   

借地権 83,445 83,445

ソフトウエア 7,789 7,180

電話加入権 1,933 1,933

無形固定資産合計 93,168 92,559

投資その他の資産   

投資有価証券 600 600

その他 163,789 163,548

貸倒引当金 △765 △762

投資その他の資産合計 163,623 163,386

固定資産合計 4,606,451 4,554,130

資産合計 5,220,631 5,203,632
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 41,214 37,263

1年内返済予定の長期借入金 183,024 183,024

未払法人税等 1,295 410

賞与引当金 2,756 1,080

株主優待引当金 6,134 5,490

未払金 48,751 42,353

その他 62,996 57,236

流動負債合計 346,170 326,858

固定負債   

長期借入金 1,041,608 995,852

資産除去債務 152,204 152,622

再評価に係る繰延税金負債 27,146 27,146

繰延税金負債 43,568 42,858

長期預り金 84,867 87,844

固定負債合計 1,349,394 1,306,323

負債合計 1,695,565 1,633,182

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,347,561 3,347,561

利益剰余金 28,406 73,790

自己株式 △2,235 △2,235

株主資本合計 3,473,732 3,519,115

その他の包括利益累計額   

土地再評価差額金 51,333 51,333

その他の包括利益累計額合計 51,333 51,333

純資産合計 3,525,065 3,570,449

負債純資産合計 5,220,631 5,203,632
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 441,324 383,626

売上原価 339,298 287,813

売上総利益 102,025 95,812

販売費及び一般管理費 63,486 47,019

営業利益 38,538 48,792

営業外収益   

受取配当金 7 －

未回収利用券受入益 652 1,838

受取補償金 925 －

その他 1,056 387

営業外収益合計 2,642 2,225

営業外費用   

支払利息 9,608 5,454

その他 286 264

営業外費用合計 9,894 5,719

経常利益 31,286 45,298

特別損失   

減損損失 1,000 －

固定資産除却損 70 －

特別損失合計 1,070 －

税金等調整前四半期純利益 30,216 45,298

法人税、住民税及び事業税 929 624

法人税等調整額 △5,174 △710

法人税等合計 △4,245 △85

四半期純利益 34,461 45,383

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,461 45,383
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 34,461 45,383

その他の包括利益   

土地再評価差額金 △4,563 －

その他の包括利益合計 △4,563 －

四半期包括利益 29,898 45,383

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 29,898 45,383

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 57,033千円 52,403千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 温浴 不動産 繊維 化粧品 合計

売上高      

外部顧客への売上高 303,302 50,183 13,046 74,792 441,324

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 303,302 50,183 13,046 74,792 441,324

セグメント利益 24,889 39,153 478 15,287 79,808

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調

整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 79,808

全社費用（注） △41,269

四半期連結損益計算書の営業利益 38,538

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　報告セグメントに配分していない全社資産である遊休資産において、帳簿価額を回収可能価額まで減額しておりま

す。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては1,000千円であります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 温浴 不動産 繊維 合計

売上高     

外部顧客への売上高 324,002 49,606 10,016 383,626

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － －

計 324,002 49,606 10,016 383,626

セグメント利益又は損失（△） 55,983 29,848 △331 85,500

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 85,500

全社費用（注） △36,707

四半期連結損益計算書の営業利益 48,792

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第１四半期連結累計期間において報告セグメントに区分しております「化粧品」については、日本レース株式

会社が化粧品、医薬部外品等の製造・販売をしておりましたが、平成29年９月29日付で当社が保有する同社の株式

をすべて譲渡したことに伴い、当社グループは化粧品事業から撤退しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 ０円81銭 １円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 34,461 45,383

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
34,461 45,383

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,712 42,711

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

エコナックホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

フロンティア監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤　井　　幸　雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　柳　　　俊　博　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコナックホー
ルディングス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30
年４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に
係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注
記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコナックホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる
事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提
出会社が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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